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神様は、私たちに24年目のRemnant運動を、いま導いてくださっています。なぜ、そのように神様がなさるのでしょうか。いま、静かに三団体は世界を掌握しました。言うまでもなく、第三次産業革命を掌握しました。第四次産業革命は、まちがいなく掌握するでしょう。教会は門を閉めています。Remnantを育てなければならないという神様の特別なメッセージです。それゆえ私たちは、Remnantを育てているのです。

問題は私でした。私は、とても教役者生活するのに大変でした。背景なくて、力がないのは当然の話ですが、伝道師を始めたのですが、とても大変でした。自分も知らない間に教会に行ってみれば人中心でした。私もそうなりました。神学校に行ってみて、野望に満ちた方々をたくさん見ながら、一緒に私も野望を考えながら未来の心配をしました。行く教会ごとに、信徒がいつも紛争をしているのを見ました。私が月給をもらうために、この仕事をしなければならないのかという質問をするようになりました。私が牧師という職業を選択するために、この仕事をしなければならないかという深刻な質問をしました。それなら、私は神学校に通うのは免許を取るために通うのではないでしょうか。その時でした。私が福音を本当に悟って、私の誤った部分を知るようになりました。私が間違った集中をしていたということです。いつも未来を心配していました。また、教会で何か上手にしなければならないという、このような集中でした。

本当に、私は神様の前に、みことばに集中し始めました。そうしてみると、みことばに流れが見えます。その流れがいろいろあるのではなく、救いのための福音ということ知るようになりました。それゆえ、私の人生を編集したのです。これが刻印されました。私はこの話を必ずRemnantにしたいのです。それが刻印されたのですが、ある日、私がタラントをはっきりと見えたのです。それまでは、何を上手にするのか、何をしなければならないかもわかりませんでした。そのとき、それが私が神様の前でする成人式でした。いくら年をとっていても、自分のタラントを神様がくださったことを見つけなかったとすれば、成人ではありません。このように、神様のみことばが私の人生にはっきりと編集されるから24になりました。これが福音だな。福音このように流れてきたんだな。ところで、しばしば福音でないものに行くから、神様がこのようにされたのだということが見えたのです。この24になりながら、2番目のことが展開したのですが、祈りに集中するようになりました。祈りに集中するから、その時から神様の計画が見えました。それによって私の人生を設計したのです。なぜしょうか。神様の計画だからです。そのような中で、言った単語がRemnantという単語です。ですから、私の中に根をおろし始めたのでしょう。それゆえ、私が何を専門的に正しくしなければならないか、これが見えました。それが専門化です。Remnantに聞かせたいのです。それが神様と私と1:1の使命式です。専門性が発見できなければ、使命者ではないでしょう。こうしてみると、本当に私の心の中に、伝道に対する目が開かれ始めたのです。これを見たから、現場が見えます。それを、正確にデザインし始めたのです。この神様の計画を私の人生に設計するから、25が見えるのです。私の全体の人生を多くの方々、牧師先生とともに、伝道でデザインし始めたから、永遠というものが見えました。このときから、驚くべきことに、私はお金の心配をすることがありません。お金のために苦労したこともありません。それまでは、いつもお金のために心配しました。関心もなくなりました。それが、御座の祝福が私たちのことであると分かりました。それとともに、この時空超越が私たちのことで、Remnantのことです。237か国に光を放つこと、これが私たちのことでした。そして、ずっと考えていましたが、それを持ってRemnantに作詞したのです。祈るRemnantが作曲したでしょう。ところで、私はいま、Remnantに本当に伝道者の告白したいことは、この祝福を味わうのに、みなさんが下手すると、のがすようになります。2つのことのゆえにです。

みなさんが行く道には間違ったことだらけでしょう。いや、みな間違っているということなのでしょうか。世の中がみな間違っているという話でしょうか。わざわいを止めて、永遠になることではないということです。創3,6,11章に完全に陥っている、そのために、間違っているのです。問題は、多くの私たちの信徒も、そこに陥っています。それゆえ、私を越えられないのです。この中に、私たちのRemnantが行かなければなりません。それゆえ、みなさんが本当にみなさんの人生をみことばで、祈りで、伝道で、セッティングしなければ、みなさんもまた、そちらへ行きます。みなさんが、この準備だけしてしまえば、世界を変化させることができます。メッセージのときに話しましたが、みなさんする勉強は、当然通り過ぎなければならない基礎であって、答えではありません。これからすべての学問、職業、職場、みな変わらなければなりません。このような中にみなさんが、今、行かなければならないのです。

もう、一つはなんでしょうか。私が見た多くの人々は、表に出すか、出さないか、物質に奴隷です。それは、少し博識な話で、お金に奴隷です。ほとんどみんな。そちらに今、私たちのRemnantが行かなければなりません。下手するとみなさんがだまされます。そのために、今回の24次Remnant大会は、みなさんの一生で人生のターニングポイントにならなければなりません。とても感謝なことは、神様のみこころなので、今日、みなさんが契約だけを握れば良いのです。

さあ、家で、事務室で集まっているので、ちょっと霊的な雰囲気にならないこともあります。しかし、1分でも良いのです。みなさんが、三つのことを祈らなければなりません。はじめてください。私の人生が神様のみことばによって、本当に編集されますように。すると24になります。神様のみことばが私にしっかりと刻印された、その話です。なぜ、みことばが編集されなければならないのでしょうか。この教団でこの話をして、あの教団であの話をしているからです。聖書ひとつをもって、この牧師はこのように話して、あの牧師はあのように話します。必要なことかもしれません。しかし、聖書はそうなっていません。キリストを送るというのが旧約です。キリストが来られたということが新約聖書です。キリストの証拠を説明することが書簡です。最後のとき、どんなことが起きても、キリストの中にいる者は生きるというのが黙示録です。これが、みなさんの人生にしっかりと刻印されなければなりません。すると、それで終わるのではなく、みなさんの学業が、これからのみなさんの職業が。完全にこの部分を説明できるほど、ぴったり編集されなければなりません。するとそれ自体が24です。

今から私たちのRemnantは、この三つをもってメモをし始めてください。どこでもできます。ところで、そのメモを見るのではありません。教会に行っても、牧師先生の説教を聞いても、メモしてみてください。みな書かなくてもかまいません。頭に入ってくることだけ書いてください。今までRemnant大会がずっと流れてきた単語が出てきたのではないでしょうか。そこで、なにかひとつを握らなければなりません。聖日ごとに、牧師先生の説教を聞きながら、なにかを握らなければなりません。あせる必要はありません。ある日、Remnantのみなさんに、衝撃になって、天地開闢されるほどの神様のみこころがしっかりと見えるでしょう。それを話すのです。その編集をするということです。すると、みなさんのこれからの学業、職業は、必ず「ただ」の答えがきます。そのようにすればよいのです。そのときから、成り立つのが祈りです。この祈りは、神様のプランということです。これが私の生活の中に入ってきます。すると、必ず唯一性の答えがきます。その話です。そして、みなさんが、それからは、本当に237、御座、時空の祝福を見つめて、みなさんの生活をデザインすれば、再創造の答えがきます。私が見ることでは、今、歴史の記録としてみなさんが今回登録した人だけで3万人を越えます。登録をしなくて、もっと見ている人もいます。すると、数多くの人々が今メッセージの中に入ってきているのです。しかし、これまであったメッセージと、これから出るメッセージに、ものすごいターニングポイントを神様がくださいました。ですから、私にはこのコロナはものすごいメッセージです。ひとまず、私たちの中のすべてを世界化するように整理するのに、とても良い時刻表です。そして、Remnantが必ず記憶しなければなりません。メッセージの時に話しましたが、時代を動かした人々は、全部UNTACTです。これを準備しなければなりません。Remnant7人は、多くの人に会って福音を伝えたのではありません。御座の祝福、時空超越の力、237の光を持って非対面したのです。その程度のコンテンツとメディアが、みなさんの生活から出てこなければならないということです。

メッセージひとつが残っていますが、みなさんにとても重要な神様の御声を聞く、そのような時刻表にならなければなりません。残りの時間には、みなさんの家で、あるいはまた、教会で集まっているでしょう。本当にこれからは感情的ではなくて、神様の前に事実的な祈りをささげなければなりません。みなさんが本当に人格的な祈りをささげなければなりません。みなさんの生活を変える、ささげる祈りをささげなければなりません。みなさんの残りの時刻表と未来に、最も重要な神様の計画が成し遂げられるでしょう。勉強より、勉強の目的は神様のことを見つけるためです。それが成功者です。神様が私にくださったことを見つけるのです。神様が造られた私を見つけるのです。神様が準備しておかれた現場に行くのです。それが、本当の成功者で、サミットです。神様に感謝と栄光を帰します。
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